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の光学活性エポキシド 9 合成法を確立することにも成功した(Eq. 1)。 
 
Chapter 3. Asymmetric Aldol Reaction of α-Alkyl-α-Oxo Aldehyde 
水溶液として市販されている 2‐オキソプロパナール(4)を用いた不斉アルドール反応によっ
て得られる γ-オキソ-β-ヒドロキシアルデヒドは官能基変換容易な水酸基やカルボニル基を有
した有用な合成中間体となる。検討の結果、本反応においても触媒 2 が有効に作用し、目的の α-
ヒドロキシケトン 10 が高収率かつ高いエナンチオ選択性で得られることが分かった(Eq. 2)。ま
た生成物の立体を利用したジアステレオ選択的な還元反応により、3 連続不斉中心を含む 1,2-ジ
オール 11, 12 の合成を行った(Eq. 3, 4)。 
 
Chapter 4. Asymmetric Aldol Reaction of Formaldehyde 
 ホルムアルデヒド(5)を用いた不斉アルドール反応が進行すれば、カルボニル基の α 位に光学
活性ヒドロキルメチル基を導入する有用な手法になる。しかしながら、用いることが出来る基質
に限りがあり、特にアルデヒドを求核剤として用いた反応例はほとんどない。今回著者は、本反
応に触媒 2 が有効に作用することを見出し、光学活性ヒドロキシメチル基を含む化合物 13 の効
率的な合成法を確立することに成功した(Eq. 5)。 
 












媒 2 を用いることでアルキニルアルコール類 15 を高いエナンチオ選択性で合成する手法を見出
した(Eq. 7)。また本反応において、生成物のジアステレオ選択性（anti : syn）が 7 の 3 位の置換
基 R に依存するという興味深い知見が得られた。 
 
Chapter 7. Asymmetric Aldol Reaction of α-Acetoxyimino Aldehyde 




ジアステレオ選択的な環化反応により、有機合成上有用な多置換 1,2-オキサジン 16 の効率的な
合成法を見出すことにも成功した(Eq. 7)。 
 
Chapter 8. Conclusion 
 ジアリールプロリノール 2 を触媒として用いた不斉アルドール反応により、光学活性エポキシ
ド 9、α-ヒドロキシケトン 10、ヒドロキシルメチル基やトリフルオロメチル基を含むキラルビル





















































































































































R = Ph (7a)
R = TES (7b)
R = Ph (15a)
94%, 96% ee
anti : syn = 2.0 : 1
R = TES (15b)
91%, 99% ee




























up to >99% ee
(8)
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